
①労働専⾨機関との連携体制づくり
⼤阪労働局所管部局、府商⼯労働部所管課へ連携協⼒を依頼
就労相談の項⽬別に専⾨機関を整理したフローチャートおよび労働専⾨機関の連絡先⼀覧表の作成

②がん相談員のための「就労」に関する基礎講座
・開催⽇：26年12⽉13⽇（⼟）
・参加者：47病院75名
・内 容： 労働専⾨機関から講師を招へいし、それぞれの機関の業務概要や連携に際しての留意点等

を講演
国冊⼦「がんと仕事のＱ＆Ａ」を活⽤したテキストの作成
がん患者の就労に関する相談テキスト等の周知（ホームページアドレス⼀覧）

③がん相談員研修セミナー（27年2⽉14⽇）
主催：がん診療連携協議会相談⽀援センター部会
サバイバーや産業保健の専⾨家などの⽴場からの発表やグループワーク などを予定

④府指定がん診療拠点病院の指定要件改正
相談⽀援センターの新たな相談⽀援業務として、就労に関する相談を追加

⑤がん患者・家族への周知
府内統⼀ポスターの作成し、府内６０のがん拠点病院へ配布

がん患者の就労に関する相談⽀援（26年度）
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ポスターデザイン

〔病 院 名〕

拠点病院における掲⽰例

Ａ病院

Ｂ病院

－ １ －



○がん拠点病院では、がん患者・家族のための相談⽀援センターを設置しており、看護師やソーシャルワーカーなどの専⾨職の相談員が対⾯や
電話などにより、治療内容、医療費、精神⾯に関することなど、がんに関する様々な相談に⽇々対応している

○がん患者や経験者の中には社会で活躍している者も増えつつあり、就労を含めた社会的問題に直⾯している者も多くなってきている

○そこで、がん患者の様々な不安・悩みに対応している拠点病院の相談⽀援センターにおいて、離職防⽌⽀援や復職⽀援等の就労に関する
相談⽀援についても、⽇常の相談⽀援業務の中で対応できるよう、相談⽀援機能を充実していくことが必要

⇒がん患者が、自身の病状を理解し、自ら「どうしたいか？」が決めていくことが大切
「どうしたいか？」を決定するためのサポート体制の充実

府がん患者の就労に関する相談⽀援体制（イメージ）
趣旨

相談支援センター
相談員

医療に関すること、治療費に関すること等
とともに就労に関する相談についても対応
※就労に関する相談への対応
・仕事と治療の両⽴の仕⽅
・仕事復帰の時期、復帰に向けた準備
・職場への伝え⽅
・関係機関の紹介 など

がん拠点病院

患者
・

家族

相
談

主治医等

必要に応じて、主治医への連絡や
適切な（労働）専⾨機関へ患者を紹介

ハローワーク
（厚生労働省大阪労度局）

雇⽤保険に
関する相談

ハローワーク
（厚生労働省大阪労度局）

ＯＳＡＫＡしごとﾌｨｰﾙﾄﾞ
（大阪府）

求職に
関する
相談

労働基準監督署
（厚生労働省大阪労働局）

総合労働事務所
（大阪府）

就労して
いる⽅の
相談

26年12⽉13⽇ がん相談員のための「就労」に関する基礎講座より


